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鹿島流は常陸国鹿島に出づ鹿島並に下総国香取の社の神宮等は往古より剣術を業とす夫故上手も多かりし此鹿島神宮等の門に入て学び鹿島流と称へて世に伝

る者往々有也『撃剣藁談』安齋随筆小車錦に此名目はもし鹿嶋に用ゐる所の小差繩という事かと推量して大坪流の傳書をさぐりしにかの傳書には見えず大坪流

ももとは鹿嶋流といひしなり大坪道禪鹿嶋明神に祈りて馬術の妙を得し故なり右の如くなれば鹿嶋流の小差繩といふことにてもなし貞丈按ずるに鹿嶋明神は

神代にて武勇ありし故大将として日本の惡神ともを退治したまへり(中略)されば軍神と崇め奉り弓馬武藝をば此神に祈り申す事なりこは繩は何にもかにも用ゐ

る重賓なる故褒美して鹿嶋の神の授けたまひし意にて鹿嶋の小差繩と云べし云々『鹿嶋志』より 

 

付録 XⅣ 鹿嶋流鹿島流を求めて     鹿島神宮奉納 駒
こ ま

と剣
つるぎ

之道 

 鹿島神宮大鳥居前流鏑馬列 

鹿島家臣団 

扇舞 

鹿島流斬法術 鹿島神傳直心影流 無雙直傳 英信流 

騎馬太刀 薙刀 槍 

森 鈴木 松本 

笠原 安村 中島 
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 馬上武芸 
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杉本 安村 大前 

安達 鈴木 草野 


